
令和７年９月１６日 

保護者の皆様 

豊島区立巣鴨小学校 

校 長  北 澤 弘 幸 

令和７年度前期学校評価アンケート結果について 
秋の訪れが感じられる季節となりました。授業公開でははたくさんの保護者の皆様に授業を参観していただき

ありがとうございました。７月に回答していただいたアンケート結果から、「あまりそう思わない」「そう思わない」

「わからない」の割合が多い設問を中心に、巣鴨小でどのような活動を行っているのかを紹介します。また、この中間

報告をもとに、学校ホームページにアクセスしていただいたり、御家庭での話題にしていただいたりすることで、より

一層保護者の皆様と共に教育活動を進められるよう努めてまいります。 

設問  ※紙面の都合上、

設問を短くしています。 

関係諸機関と連携を図ろうと

している。 

学力定着・向上のために、分

かりやすい授業をしている。 

ICT機器を活用し、学びの意

欲向上に取り組んでいる。 

 

   

本校では、分かりやすく工夫した授業として、ユニバーサルデザインの視点（焦点化・視覚化・共有化）を取り入れ

た活動をしています。その活動の一つ ICTを活用した授業を行っています。 

ＩＣＴとは、ここでは児童・教職員の所持するタブレットＰＣ（Chromebook）や、教室で使用する書画カメラなどを

指します。豊島区全体の管理の関係上、１年生にはタブレットＰＣを２学期に配布する予定です。 

巣鴨小では、６年間の学習の中でタブレットＰＣを活用し、「児童が自分で決めた方法で調べ、考える。」ができるこ

とを目指して取り組んでいます。そのために、以下のことを学年に応じて段階的に指導しています。 

・ログイン・ログアウト・クラスルームの閲覧が自分で行えるように練習をする。 

・「ドリルパーク」を使用して、自分に合った学習の復習や課題の提出ができるように練習する。 

・「オクリンク」で、自分の考えをまとめたカードを作成する。 

・体育で運動の様子を録画する。 

・動画を見返して気付いたことや振り返ったことを「スプレッドシート」や「オクリンク」に入力し、それを児童間          

 で共有したり発表したりする。 

・「グーグルフォーム」を活用してアンケートを実施する。 

上記の段階的な指導で、３～６年生児童へのアンケート「教室で電子黒板（大型ＴＶ）やタブレットを使った授業は

分かりやすいですか」に対して、94.2％の児童が、「そう思う」「どちらかといえば、そう思う」と答えています。 

９月の学校公開週間では、各学級ごとに ICT を活用した授業を一時間ずつ行う予定ですので、授業予定を確認

してぜひご参観ください。 

 

〈タブレットＰＣ（Chromebook）の管理についてのお願い〉 

タブレットＰＣ（Chromebook）は豊島区教育委員会から貸与されたものです。本校では全学級で、ものを大切に

扱うことを意識して指導しています。御家庭でも、御理解の上、御協力をどうぞよろしくお願いします。 

タブレットＰＣ（Chromebook）が故障した場合、修理に１～２か月程度時間を要します。現在校内には代替機が

ないため、修理期間中は ICT を活用した学習ができなくなってしまいます。また、タブレット PC（Chromebook）は

卒業時に教育委員会へ返却します。教育委員会での点検後、翌年度の１年生に再配布されます。長期的に使うこと

を見据えて御家庭でも取り扱っていただくようお願いします。 

ＩＣＴ担当 黒木 元一郎 

56.9%30.2%

3.6%
0.7% 8.6%

51.1%36.7%

6.5%
1.4% 4.3%

42.4%

33.1%

10.8%

0.7%

12.9%

否定的 

水色・青 
肯定的 

赤・オレンジ 

「わからない」緑 



互いの良さを尊重し合う温かい

学校づくりを推進している。 

生命を大切にする態度や思い

やり、優しい心を育てている。 

体力向上や健康の促進に、積極

的に取り組んでいる。 

いじめ防止等に学校全体で組

織的に対応している。 

    

今、困っていることや悩みがあるかといったことを尋ねる「心の健康アンケート」、今、感じているかといった

ことを尋ねる「いじめについて」のアンケートを各学期に行い、担任と全ての児童が年間６回、面談をしています。

さらに、スクールカウンセラーや養護教諭など、担任以外の教職員とも相談できる体制を整え、子供に寄り添った

取組を学校全体で実施し、いじめの未然防止・早期発見につなげています。 

いじめを把握した際は、「いじめ防止委員会」を開き、校長・副校長・生活指導主任・学年担任を中心に、迅速

な聞き取りや指導を組織的に行い、早期対応に取り組んでいます。 

また、道徳科を中心に、学級活動や全教科、学校生活の中で、多様な考えを認め合ったり、合意形成をしていく

経験を積み重ねたりすることで、相手の立場に立って考え行動できるように指導をしています。 

今後は保護者会等でも話題に取り上げ、保護者の皆様と共に「いじめ防止」について考えたり、話し合ったりす

る機会の充実を目指します。 

生活指導主任 粟津 駿 
充実した食育指導を通して、健

康教育に取り組んでいる。 

子ども達の気持ちを理解するため

に、1人 1人に寄り添いながら、指

導を行っている。 

特別支援教育や発達障害等に関し

て、1人 1人に適切な指導を行って

いる。 

秩序があり、子ども達は落ち着

いて学校生活を送っている。 

    
本校では、誰一人取り残さない教育を実現するために、一人一人の困り感に応じて、どのような支援が必要か話

し合いを行い、支援員、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーなど、様々な教職員が関わりながら

支援をしています。また、特別支援教室（くわのみ学級）では、一人一人のニーズに応じて目標を立て、学習の基

礎となる見る力や聞く力、コミュニケーション力の向上に関する課題などに取り組んでいます。 

特別支援コーディネーター 千田 祐葵 
保護者や地域の方の意見や要望を受

け止め、学校改善に生かしている。 

学校や子ども達の様子を学校だよ

りやホームページ、学校公開等に

よって、分かりやすく伝えている。 

家庭や地域と協力しながら子ども

を教育している。 

友達と共に学び合ったり伝え合っ

たりする活動を行っている。 

    

巣鴨小学校では、保護者の皆様に御協力をいただき、年に２回学校評価を実施して

います。結果を踏まえ、管理職と教職員で、授業改善や学校運営改善を行っています。

また、運動会などの行事が終わった際にも、アンケートを実施しています。昨年度は、学

校評価でいただいた御意見から、学校公開の際に教職員が受付に立ったり、運動会

では、学年ごとの名札を作成し、おやじの会の御協力のもと、優先学年ゾーンを設置し

ました。全ての御意見に応えられるわけではありませんが、保護者の皆様の意見を大

切にして学校づくりを進めています。さらに、学校運営連絡協議会を年３回実施し、学

校と地域の皆様が学校づくりの意見交換を行う場も設けています。学校と地域が連

携・協働し、地域の実情に応じた特色ある学校づくりをこれからも進めてまいります。 
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